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居宅介護支援重要事項説明書 
＜２０２４年４月１日現在＞  

 

 

１ 居宅介護支援事業者（法人）の概要  

名称・法人種別  一般財団法人 日本バプテスト連盟医療団 

代 表 者 名  理事長       尼川 龍一 

所在地・連絡先 

 

（所在地）〒６０６－８２７３ 京都市左京区北白川山ノ元町４７番地 

（電話）０７５－７８１－５１９１ （FAX）０７５－７０２－９９９６ 
 
 
２ 事業所の概要  

（1）  事業所名称及び事業所番号  

事 業 所 名   バプテスト居宅介護支援事業所 

 所在地・連絡先 

 

（所在地）〒６０６－８２７３ 京都市左京区北白川山ノ元町４７番地 

 （電話）０７５－７０２－５９７０ （FAX）０７５－７０２－５９８１ 

事業所番号       ２６５０６８０１０７ 

管理者の氏名   保福 悦子 

（2）事業所の職員体制  

従業者の職種
 

 

人数 

（人） 

区分  常勤換算後

の人数（人） 
 

職 務 の 内 容
 常勤(人) 非常勤(人) 

 管 理 者 

 

１人 １人  １．０ 1.従業者の管理及び利用申込に係

る調整、業務の実施状況の把握その

他の管理を一元的に行います。 

2.従業者に運営基準を遵守させる

ために必要な指揮命令を行います。 

3.管理者は主任介護支援専門員で

す。 

介護支援専門員 ６人 ６人  ６．０ 居宅介護支援業務を行います。 

事務職員等      １人  １人 ０.８５ 介護給付費の請求事務及び通信・連

絡事務等を行います。 

（3）通常の事業の実施地域  

通常の事業の実施地域  京都市左京区中部南部（北白川学区、浄楽学区、錦林東山学区、吉田学区、 

岡崎学区、聖護院学区、川東学区、新洞学区）の区域 

    ※上記地域以外でもご希望の方はご相談ください。  

（4）営業日等  

営業日  営業時間  

月曜日～土曜日  ９:００～１７：００  

営業しない日  日曜日・国民の祝日 

１２月２９日～１月３日  

  
（5）連絡先  

月～土 ９：００～１７：００  事業所電話      ０７５－７０２－５９７０  

月～土 １７:００～翌９：００及び休業日 時間外携帯電話  ０８０-２４８２-８３０１ 

  ※ 電話連絡は 24時間受け付けています。 
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３ 提供する居宅介護支援サービスの提供方法・内容等  

 

（1）居宅サービス計画（ケアプラン）の作成 

ア 指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って 

利用者に提供される指定居宅サービスなどが特定の種類または特定の指定居宅サービス事業者などに 

不当に偏することのないよう公平中立に行います。 

※当事業所の居宅サービス計画（ケアプラン）の訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用具 

貸与の利用状況は別紙のとおりです。 

イ 居宅サービス計画作成開始に当たって、利用者から複数の指定居宅サービス事業者等の紹介の求めが 

あった場合等には誠実に対応し、居宅サービス計画案を利用者に提示する際は、当該利用者が居住する 

地域の指定居宅サービス事業者等に関するサービス内容、利用料等の情報を適正に利用者またはその家 

族に対して提供します。 

ウ 利用者は、居宅サービス計画原案に位置付けた指定居宅サービス事業所などの選定理由の説明を求め 

ることができ、介護支援専門員は、利用者自身が主体的にサービスの選択が可能となるように支援しま 

す。 

エ 必要に応じて、多様な主体などが提供する生活支援のサービス（インフォーマルサービスを含む） 

が包括的に提供されるような居宅サービス計画を作成します。 

オ 介護支援専門員は、利用者の意思に反して特定の指定居宅サービス事業所に不当に偏した情報を提供 

したり、利用者の選択を求めることなく同一の事業主体のサービスにのみによる居宅サービス原案を最 

初から提示することはせず、一定回数以上の訪問介護を位置づける場合には、その必要性を居宅サービ 

ス計画に記載するとともに、当該居宅サービス計画を市町村に届け出ます。 

 

（2）要介護等認定の申請代行、認定調査 

         要介護認定等の申請が行われているか確認し、行われていない場合は被保険者の意思も踏まえて速や 

かに申請が行われるよう必要な援助を行います。 

また、要介護認定等の更新の申請は、現在の要介護認定等の有効期間が満了する 1箇月前には行われ 

るよう必要な援助を行います。 

 

（3）医療保健福祉サービスの調整及び各事業者との連携 

ア 利用者が入院・入所された場合は、入院先の医療機関や介護保険施設と共有し、退院・退所後の円 

滑な在宅生活への移行を支援します。 

イ 入院する必要が生じた場合には、担当の介護支援専門員の氏名及び連絡先を当該病院または診療所 

にお伝えください。 

ウ 日頃から、介護支援専門員の連絡先を介護保険被保険者証や健康保険被保険者証、お薬手帳などと 

合わせて保管ください。 

エ 利用者が医療サービスを希望している場合その他必要な場合には、介護支援専門員は予め利用者の同 

意を得て主治の医師などの意見を求めるとともに、当該意見を踏まえて作成した居宅サービス計画につ 

いては、意見を求めた主治の医師に交付します。 

オ 訪問介護事業所などから伝達された利用者の服薬状況、口腔機能その他の利用者の心身又は生活の状 

況にかかる情報のうち、主治の医師若しくは歯科医師または薬剤師の助言が必要であると介護支援専門 

員が判断した場合は、それらを情報提供致します。 

カ 障害福祉サービスから介護保険サービスへ移行する場合等において、障害福祉制度の相談支援専門員 

との連携に努めます。 

 

（4）給付管理業務 

     毎月保険者（当該事務を国民健康保険団体連合会に委託している場合にあっては、当該国民健康保険 

団体連合会）に対し、居宅サービス計画において位置づけられている指定居宅サービス等のうち法定代 

理受領サービスに関する情報を記載した文書を提出します。 
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（5）相談及び苦情処理、その他居宅介護支援事業に関すること 

     利用者又はその家族からの相談・苦情等を受け付けるための窓口を設置するとともに、必要な措置を 

講じ、相談・苦情等が発生した場合には管理者に報告するものとします。 

 

４ 費用  

（1） 利用料 

要介護認定を受けられた方は、介護保険制度から全額給付されるので自己負担はありません。 

介護保険適用の場合でも、保険料の滞納等により、支援事業者に直接介護保険給付が行なわれない場合が

あります。その場合、利用者様は１箇月につき要介護度に応じて下記の利用料をお支払い下さい。利用料

のお支払いと引き換えにサービス提供証明書と領収書を発行します。 

 

 
 

・当事業所の地域区分は５級地です。（単価 ：１０．７円）    

区分 サービス単位 サービス利用料金 備考 

居宅介護支援費

（Ⅰ）ⅰ 

要介護１・２ １,０８６単位 １１,６２０円／月 介護支援専門員 

１人あたり利用者

４５人未満 要介護３・４・５ １,４１１単位 １５,０９７円／月 

居宅介護支援費

（Ⅰ）ⅱ 

要介護１・２ ５４４単位 ５,８２０円／月 １人あたり利用者

４５人以上６０人

未満 要介護３・４・５ ７０４単位 ７,５３２円／月 

居宅介護支援費

（Ⅰ）ⅲ 

要介護１・２ ３２６単位 ３,４８８円／月 １人あたり利用者

６０人以上 要介護３・４・５ ４２２単位 ４,５１５円／月 

※ⅱとⅲについて：４５件以上の部分について算定 

 

 

・加算項目  

加算項目 サービス単位 サービス利用料金 サービス内容 

初回加算       ３００単位 ３，２１０円／月 新規及び要介護状態区分が2区

分以上変更された場合に居宅

サービス計画を作成する場合 

特定事業所加算 Ⅰ. ５１９単位 

Ⅱ. ４２１単位 

Ⅲ. ３２３単位 

Ａ. １１４単位 

５，５５３円／月 

４，５０４円／月 

３，４５６円／月 

1，２１９円／月 

「利用者に関する情報または

サービス提供にあたっての留

意事項に係る伝達などを目的

とした会議を定期的に開催す

ること」等、厚生労働大臣が定

める基準に適合する場合 

特定事業所医療介護連携加算   １２５単位 1，３３７円／月 日頃から医療機関などとの連

携に関する取り組みをより積

極的に行う事業所で、退院退所

加算３５回以上／年、ターミナ

ルケアマネジメント加算１５

回以上／年の算定実績があり、

特定事業所加算を算定してい

る場合 
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入院時情報連携加算 Ⅰ. ２５０単位 

Ⅱ. ２００単位 

２，６７５円／月 

２，１４０円／月 

入院に当たって病院など職員

に必要な情報提供をした場合 

退院・退所加算 

 

 

 

 

Ⅰ(イ).  ４５０単位 

Ⅰ(ロ). ６００単位 

Ⅱ(イ). ６００単位 

Ⅱ(ロ). ７５０単位 

Ⅲ.   ９００単位 

４, ８１５円／月 

６, ４２０円／月 

６, ４２０円／月 

８, ０２５円／月 

９, ６３０円／月 

退院・退所に当たり、病院・施

設の職員と面談を行い居宅サ

ービス計画を作成した場合 

 

 

 

通院時情報連携加算       ５０単位   ５３５円／月 利用者が医療機関において診

察を受ける際に介護支援専門

員が同席し情報連携を行い、ケ

アマネジメントを行う場合 

緊急時等居宅ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ加算      ２００単位 ２，１４０円／月 病院等の求めにより、病院等の

職員と利用者宅を訪問しカン

ファレンスを行いサービス利

用の調整を行った場合 

ターミナルケアマネジメント 

加算 

     ４００単位 ４, ２８０円／月 在宅で死亡した利用者に対し

て終末期の医療やケアの方針

に関する意向を把握した上で

２４時間連絡体制を整備し必

要に応じ居宅介護支援を提供

した場合 

高齢者虐待防止措置未実施減算 ▲１／１００  虐待の発生またはその再発を

防止するための措置が講じら

れていない場合 

業務継続計画未策定減算 ▲１／１００  感染症や非常災害の発生時に

おいて、利用者に対するサービ

ス提供を継続的に実施するた

めの、および非常時の体制で早

期の業務再開を図るための計

画を策定していない場合 

運営基準減算 ５０/１００で算定  運営基準減算に該当した場合 

特定事業所集中減算   ▲ ２００単位  特定事業所集中減算に該当し

た場合 

 

（2） 交通費  

２の⑶の通常の事業の実施地域にお住まいの方は無料です。 

通常の事業の実施地域以外の地域にお住まいの方は、通常の事業の実施地域を越えた地点から公共交通

機関を利用した実費が必要となります。なお、自動車を使用した場合は次の交通費をいただきます。 

事業の実施地域を越えた地点から、片道５キロ未満 無料 

事業の実施地域を越えた地点から、片道５キロ以上 １，０８０円 
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５ 事業所の特色等  

（1） 事業の目的  

要介護者等の依頼を受け、その心身の状況、その置かれている環境、要介護者及びその家族

の希望等を勘案し、利用する介護サービス等の種類及び内容、居宅サービス計画を作成すると

ともに、サービス計画に基づき、各サービスの提供が確保されるよう、各サービス事業者等と

の連絡調整その他の便宜の提供を行い、要介護者等が介護保険施設の入所を希望する場合は、

介護保険施設への紹介等の便宜の提供を行うことを目的とします。 

 

（2） 運営方針 

利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、可能な限り居宅において利

用者の有する能力に応じ、自立した日常生活が送れるよう配慮して、適切な保健・医療・福

祉サービスが総合的かつ的確に提供されるよう支援します。 
 

（3）利用者の人権擁護と虐待防止 

「虐待の未然防止」「虐待などの早期発見」「虐待などへの迅速かつ適切な対応」に努めるため、虐待防止の

ための対策を検討する委員会の設置、指針の作成と従業員研修を行います。また、虐待防止に関する措置を適

切に実施するための担当者を配置します。 

 

（4）ハラスメント対策 

職場におけるハラスメントの内容及び職場におけるハラスメントを行ってはならない旨の方針を明確化し、

従業者に周知啓発します。また、カスタマーハラスメントの防止に向け、相談に応じ、適切に対応するための

体制を整備し、被害者への配慮、被害防止のための取組（マニュアル作成や研修の実施）を実施します。 

 

（5）業務継続計画の策定 

新型コロナウイルス感染症や自然災害時が発生した場合にあっても、利用者が継続して居宅介護支援の

提供を受けられるよう業務継続計画を策定するとともに委員会の開催、指針の整備、定期的な研修と訓練

（シュミレーション）を実施します。 

 

(6) 身体的拘束等の適正化の推進 

   利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を

行ってはならないこととし、身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の

状況並びに緊急やむを得ない理由を記録します。 

 

（7）その他 

事 項  内  容  

アセスメント（評価）の種類及び方法 「全国社会福祉協議会方式」により、利用者様の直面し

ている課題等を評価し、利用者様に説明のうえ、ケアプ

ランを作成します。 

従業員研修  年２回以上、京都府や京都府医師会、京都府介護支援専門員協議会

などが実施する居宅介護支援専門員研修に参加し、利用者様のサー

ビス向上を図っています。  

研修受け入れ、専門職に対する教育等  地域包括ケアシステムの中で、多職種と連携しその役割 

を果たすことができる専門職の育成を目的として、研修 

受け入れや事例研究、発表及び教育を行っています。 
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記録の整備と電磁的記録 記録は５年間保管します。また、電磁的記録で書面作や 

保存を行う場合は「医療・介護関係事業者における個人 

情報の適切な取り扱いのためのガイダンス」及び「医療 

情報安全管理に関するガイドライン」等を遵守します。 

 

６ サービス内容に関する苦情等相談窓口  

当事業所利用者様相談窓口 

（人権擁護及び虐待防止に関する相談 

含む） 

窓口責任者 管理者 保福悦子 

ご利用時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

ご利用方法 電話 ０７５－７０２－５９７０ 

当法人相談窓口 窓口責任者 事務長 井上洋一 

ご利用時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

ご利用方法 電話 ０７５－７０２－５９８０ 

京都市左京区役所 

保健福祉センター健康長寿推進課 

受付時間：月曜日～金曜日 ８:３０～１７：００ 

電話番号：０７５－７０２－１０７１ 

京都府国民健康保険団体連合会 

（土・日・祝を除く） 

受付時間：月曜日～金曜日 ９：００～１２：００ 

１３：００～１７：００ 

電話番号：０７５－３５４－９０９０ 

 

 

７ 緊急時及び事故発生時等における対応方法  

  サービス提供中に病状の急変などがあった場合は、速やかに利用者様の主治医、救急隊、緊急時連絡先（ご

家族等）等へ連絡をするとともに必要な措置を講じます。 

  また、サービス提供中に事故が発生した場合には、必要な措置を講じるとともに、上記に加え京都市、市 

町村及び当該利用者の家族等に連絡を行います。 

 

８ 秘密の保持と個人情報の保護について 

(1) 利用者、その家に関する秘密の保持について、事業者はサービスを提供するうえで知り得た利用者及びそ

の家族に関する秘密を、正当な理由なく第三者に漏らしません。 

また、医療機関や介護事業所等との連携にあたり、電話・面談・会議・ファックス・郵送・情報通信機器を

用いて必要な情報を収集する場合も同様とします。 

この秘密保持義務は、契約終了後も継続します。 

 

(2) 個人情報の保護について、事業者は利用者から予め文書で同意を得ない限りサービス担当者会議や専門職の育

成を目的とした研修受け入れ、教育等において、利用者の個人情報を用いません。また、利用者の家族の個人情

事報についても同様とします。 

事業者は、利用者とその家族に関する個人情報が含まれる記録物については、厳重に管理し、また、処分

の際にも第三者への漏洩を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配布-居宅-004-000-240401 

 

 

 居宅介護支援の開始に当たり、利用者に対して重要事項説明書及び別紙に基づいて 

居宅介護支援のサービス内容及び重要事項を十分説明し交付しました。 

 

 

 説明年月日：    年  月  日  

 

 

    事業者   住 所 京都市左京区北白川山ノ元町４７番地 

               事業者（法人）名  一般財団法人 日本バプテスト連盟医療団 

              事   業   所  名  バプテスト居宅介護支援事業所 

                      （事業所番号）     ２６５０６８０１０７ 

   代表者名       管理者 保福悦子 

 

説明者    職 名 担当介護支援専門員 

 

                       氏 名                                   

 

  

 

    私は、重要事項説明書及び別紙に基づいて居宅介護支援のサービス内容及び重要事項の説明を 

十分受け、その内容を理解し、同意のうえ、本書面を受領しました。 

 

 

 

 

 

利用者本人  住 所                                   

 

 

        氏 名                                               

 

 

（署名・法定）          

代理人    住 所                                           

 

          

 氏 名                                            （続柄：     ）  

 

 


